
『坊っちゃん』 
夏目 漱石／著 新潮社 ［Y913 ナ］ 

 

『へんな学部』  
     西岡 壱誠/著 笠間書院 ［Y３７７ニ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

子どもの時から無鉄砲で損ばかりしている“坊っち

ゃん”は、生まれ育った東京から四国の中学校へ数学

教師として赴任します。 

赴任先の中学校には、校長の「たぬき」、教頭の「赤

シャツ」、同僚の数学教師「山嵐」など、個性豊かな教

員たちがいました。 

山嵐と親しくなった坊っちゃんは、赤シャツの卑劣な

企てを知り、持ち前の正義感に突き動かされ、山嵐と

二人で阻止する作戦を立てようとしました。 

暑い夏がやってきました。 

そして、今年は夏目漱石没後110年。 

「夏」つながりで、日本の大文豪、夏

目漱石の作品や略歴を紹介します。 

かんなべ図書館 

２０２６年 

Vol.６４ 夏号 

 福井県立大学の「恐竜学部」は恐竜を手掛かり

に地球科学を学ぶ、日本唯一で世界でも希少な学

部です。ほかにも佐賀大学の「コスメティックサイエ

ンス学環」や京都精華大学の「マンガ学部」など、

ちょっと「へんな」学部を紹介しています。 

へんな学部の「へん」な部分だけでなく、その学

部の強みやどんな学びが行われているのか、その

魅力を伝えます。 

。 

  

『スマホを見てただけなのに！』 
 ［Y６９４ス］ 

鈴木 雄也/著 KADOKAWA 

福山市かんなべ図書館 

福山市神辺町川北１１５５-１ 

TEL（０８４）９６２－５０５３ 

開館時間：月～金 １０：００～１９：００ 

     土日祝 １０：００～１８：００ 

休館日：毎月第３火曜日 年末年始 

貸出冊数：ひとり１０冊まで 

（視聴覚５点を含む） 

貸出期間：２週間 

福山市図書館 HP 福山市電子図書 

電子図書を 

使ってみよう！ 

 PC やスマホで本が読める「福山

市電子図書サービス」に登録して

みよう。雑誌や外国語の本もある

よ！ 

 詳しくは図書館員に気軽 

に聞いてみてね。 

～夏目漱石Profile～ 

1867 年～1916年(49 歳没) 

本名：夏目 金之助 

帝国大学英文科卒業。 

   →現在の東京大学 

成績は常に首席で特待生だった。 

『空と花のパレード』 
 ［Y９１３テ］ 

天川 栄人/作 くもん出版 

『学校を休んだ日は本をひらいて』 
 ［Y３７１キ］ 

清 繭子/著 主婦と生活社 



『城の崎にて』(「小僧の神様・城の崎にて」より)  

志賀 直哉/著 新潮社［Y９１３シ］ 

 

『檸檬』 

梶井 基次郎/著 角川春樹事務所［Y９１３カ］ 
 

『友情』  

武者小路 実篤/作 岩波書店［Y９１３ム］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

武者小路
むしゃのこうじ

 実篤
さねあつ

 

1885 年～1976 年(9０歳没) 

代表作 

「愛と死」 

「真理先生」など 

 夏目漱石以外にも、日本にはたくさんの素晴らしい文豪

がいます。 

 そんな日本が誇る文豪たちを一部ご紹介します。「読まず

嫌い」を克服して、今年の夏はどっぷり日本文学につかって

みませんか？ 

山の手線の電車に跳ねられて怪我をした主人公は、

後養生のために城の崎温泉にやって来ます。 

玄関先の屋根で死んでいる蜂や、川に投げ込まれ

石を投げられている鼠
ねずみ

、ひょんなことから主人公自身

が命を奪ってしまった路傍の蠑螈
い も り

など、生と死に触れ

ながら命について考えを巡らせます。 

わずか１０ページという超短編ながら、主人公の心

情の動きが美しく描かれています。 

脚本家の野島は美しく聡明な杉子に恋をします。毎

日のように彼女を想い、心の平静を失いかけ、親友の

大宮に相談します。 

大宮の書く小説は、野島よりも世間に認められつつ

ありましたが、2人の友情は変わらず、大宮は野島の恋

を成就させようと力を尽くします。しかし杉子はそんな

大宮の魅力に惹かれていきます。 

３人の男女を通して、友情、恋、嫉妬など青春の葛藤

が描かれています。 

志賀
し が

 直
なお

哉
や

 
1883 年～1971 年(88 歳没) 

代表作 

「暗夜行路」 

「小僧の神様」など 

8 月の展示に夏目漱石が登場！ 

『夏目漱石と愛すべき文豪たち』 

8月 19日(水)～9月 14日(月) 

KYTで紹介した文豪のほか、 

たくさんの文豪たちの作品やエピソードを紹介します。 

ぜひ、図書館に見に来てください！ 

「えたいの知れない不吉な塊が私の心を終始圧え

つけていた。焦燥といおうか、嫌悪といおうかー」 

               (本文より) 

 身体を悪くし、お金もない私は、ある朝、何かに追い立

てられて歩き、街の通りに建つ果物屋で、檸檬を１つだ

け買うことにしました。すると、それを握った瞬間からあ

んなにしつこかった憂鬱が紛れていくのを感じました。 

 美しい文章で、日常の何気ない風景や心の変化が表

現されています。 

梶井
か じ い

 基次郎
もとじろう

 
1901 年～1932 年(31 歳没) 

代表作 

「桜の樹の下には」 

「蒼穹」など 

かんなべ図書館 


